
◇学校では、特に以下の点について大切にしてまいります。ご家庭でも、ご協力をお願いいたします。 

① 「早寝・早起き・朝ごはん・省テレビ」生活リズムを大切にしましょう。 

② ゲームの時間を決めましょう。また、ネットにつながる携帯・スマホ・ゲーム機等は、午後８時までには

電源を切るなど、家庭での「使い方の約束」をつくってしっかりと守りましょう。 

③ ゲーム・テレビの時間を少し減らして、おうちでの「本を読む時間」をつくりましょう。 

④  

      １０月の「授業公開」を行います。 よろしくお願いします。 

１０月の「授業公開」についてお知らせいたします。本来ならば、「オープンスクール」として、広く地域の 

皆様にもご案内しているところですが、今年度も以下の場面での保護者の皆様に限定した形での「授業公開」と

させていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 １０月１４日（木）２校時より「中学年・低学年・高学年」の順に「マラソン記録会」の様子を公開します。 

 １０月１５日（金）マラソン記録会の予備日 ※４校時に学校評議員さん・こども園さんに授業公開します。 

 １０月１６日（土）土曜授業日（弁当日）５校時を授業公開します。なお、授業後に全校一斉下校とします。 

＜調査結果の分析＞ 

教科 本校の課題等（特に顕著なものを抜粋） 今後の取組 
 

 

 

国語 

・複数の事例を関連付けながら、内容の中心とな

る事柄を読み取ることに課題がある。 

・目的に応じ、文章と図表とを結び付けて必要な

情報を見付けることに課題がある。 

・目的を意識して、中心となる語や文を見付けて

要約することに課題が見られる。 

・目的や意図に応じて、自分の考えが伝わるよう

に書き表し方を工夫することに課題がある。 
 

・読書の習慣化を図り、語彙を増やしたり文章を読ん

だりすることができるようにする。 

・一つ一つの言葉をじっくりと吟味したり、決められ

た語句を使って意味を考えながら短文作りをした

りするなど、言葉を味わう習慣をつける。 

・４５分の授業を思考と表現が連動する機会にする。 

・発言は文にして最後まで理由もつけて言う習慣化。 

・国語に限らず、他教科でも「書く」活動を行う。 

 

 

算数 

 

 

・速さ、道のり、時間の数量の関係に課題がある。 

・平行四辺形の面積の求め方に課題がある。 

・帯グラフから割合の違いが一番大きい項目を選

び、その項目と割合を書くことに課題がある。 

・思考を整理しながら、例文と同じ形で説明して

いくことに慣れていない。 

・式だけでなく「どうしてその式になったのか」とい

う立式の意味を説明する時間を取る。 

・文章で説明する活動を取り入れる。 

・導きだした答えが問題文に照らし合わせて妥当か、

量的感覚でもよいかなど、答えに対して確かめる。 

・例題と同じ形の説明の仕方で思考の過程に慣れる。 

 

＜児童質問紙による調査結果から＞ 今回の調査結果から、顕著なものとして、以下のようなものがありました。 

・いじめはどんな理由があってもいけないことだと回答した児童の割合は、全国の割合より高い。 

・人の役に立つ人間になりたいと回答した児童の割合は、全国の割合より高い。 

・学校に行くのは楽しいと回答した児童の割合は、全国の割合より高い。 

・今住んでいる地域の行事に参加していると回答した児童の割合は、全国の割合より高い。 

・学級活動における学級での話し合いを生かして、今、自分が努力すべきことを決めて取り組んでいると回答した児童の 

 割合は、全国の割合より高い。 

・新型コロナウイルスの感染拡大で多くの学校が休校していた期間中、勉強について不安を感じたと回答した児童の割合 

は、全国の割合より低い。 

・学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、読書をしますかという質問に対して 

全くしないと回答した児童の割合は、全国の割合より高い。 
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 ＜令和３年度 全国学力・学習状況調査について＞ 

本年５月２７日に実施の「全国学力・学習状況調査」の結果の概要とこの調査から見える本校の課題、それに対する今

後の取組（対応等）についてお知らせします。「国語」と「算数」による、それぞれの「知識と活用を一体的に問う」

問題と「児童質問紙」による、「学習習慣と生活習慣の全般について問う」質問が実施されました。 

＜結果の概要＞ 

「国語」「算数」ともに、正答率の全国平均との比較では「努力が必要」という結果でした。 


